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年 頭 所 感  

 
 
 

年年 頭頭 所所 感感    

 増 田 長 盛  

一般社団法人日本農業機械工業会 会 長  

    
    
 

 

謹んで新年のお喜びを申し上げます。 

 

皆様方におかれましては、お健やかに新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

また、平素より日農工にお寄せいただいております皆様方のご支援とご厚情に厚く御

礼申し上げます。 

年頭に当たり、日本農業の発展と皆様方のご隆盛・ご多幸をお祈り申し上げます。 

 

さて、昨年を振り返りますと、初の女性総理誕生、株価が５万円の大台を突破、米国

関税政策による混乱、相次ぐクマの出没など様々な出来事がありました。 

また、スポーツの世界では、ドジャースのワールドシリーズ連覇に貢献した日本人選

手の活躍など明るい話題もありました。 

 

国内の農業をめぐる情勢はと申しますと、我が国の主食である米については、生産量

が増加したにもかかわらず米価が高止まりしていますが、流通業者などからは今後下

落に転ずる可能性が高いとの観測が出ています。また、２０２５年の農林業センサスに

よると基幹的農業従事者は１０２万１千人でこの５年間で２５％減少しており、一方

で担い手への農地集積、農地の大区画化が進んでいるトレンドは変わりません。 

 

このような農業構造の変化に対応するため、当工業会といたしましても、ロボット農

機をはじめとする農業機械の更なる高度化と現場への導入を着実に進め、省人化、省力

化を実現して参る所存です。また、農機の電動化や次世代燃料の導入などへの取り組み

を通じて、政府が進める「みどりの食料システム戦略」の推進に寄与して参りたいと考

えております。 
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このほかにも、軽油を燃料とする特殊自動車に対する排ガス規制、欧米等における化

学物質規制の動きなど、農機業界が対応を迫られている新たな課題が次々と出現して

おり、これら個社では解決が困難な課題の解決にも積極的に取り組んで参る所存です。 

 

また、農業においては他産業に比べ従事者数あたりの事故発生件数が多く、農作業安

全対策の推進が喫緊の課題となっております。当工業会といたしましては、今後とも安

全な農機の供給に努めるとともに、使用者に対する安全意識の啓発や、安全に農業機械

をご利用いただくための使い方の周知などについて、行政と協力し、引き続き注力して

参りたいと考えております。 

 

さて、私ども農機業界の状況を日農工統計から見てみますと、米価の上昇による担い

手層での購買意欲の向上から、昨年１月から１１月までの国内向け出荷実績は２，４４

０億円と前年を大幅に上回る水準で推移しました。 

今後も、農業従事者の減少、原材料価格の高騰、米国の関税政策など、農機市場を取

り巻く環境は厳しいものが予想されますが、日本農業の新たな発展に向け、農業機械が

農業の担い手を支える役割をしっかりと果たしていけるよう、これまで以上に貢献し

て参りたいと存じます。 

 

また、政府におかれては、生産性の高い農業を実現するためのスマート農機や、環境

負荷の低減に寄与する農機の農業現場への導入を促進する施策を、今後とも力強く進

めていただくようお願いいたします。 

 

年頭にあたり、考えるところを述べさせていただきましたが、関係各位のご理解・ご

支援をお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のご

挨拶とさせていただきます。 
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 伊 吹 英 明  

経済産業省製造産業局長  

    
    

 
 
■ 総 論 

令和８年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。 

世界では、米国の関税措置や、米中欧をはじ

め各国による自国優先の大規模な産業政策の展

開など、自由主義経済に代わる新たな国際秩序

が生まれようとしています。 

国内に目を向けると、賃上げや国内投資が約３

０年ぶりの高水準となり、名目ＧＤＰも初めて６００

兆円の大台を超えるなど、日本経済に明るい兆し

が現れています。他方で、我が国は人口減少や

少子高齢化という構造的要因に直面するととも

に、世界的な資源価格の変動などの外部要因も

重なったインフレ圧力の高まりなどの多くの懸念も

抱えています。 

こうした状況の中、現下のマクロ経済環境を踏

まえ、米国の関税措置などの国際秩序の変化に

対応しつつ、事業者の皆様とともに強い経済を実

現していくために、供給力の強化や輸出拡大も含

めた成長戦略、産業の国際競争力強化の重要性

がますます高まっています。 

 

■ 関税対応 

米国関税措置については、昨年７月に日米間

の合意が成立し、９月４日に関連する大統領令等

が発出されました。 

日米関税交渉を通じて、関税を引き下げること

はできましたが、引き続き一定の税率が残ってい

るのも厳然たる事実であります。これらの影響は、

我が国の基幹産業である自動車・自動車部品分

野をはじめとする様々な分野に、また、大企業の

みならず、中小企業を含むサプライチェーン上の

様々な企業に影響を与える可能性があります。実

際に、中小・小規模事業者からは、関税の影響を

受けて受注が停滞している、今後の業績に悪影

響を及ぼす可能性を懸念している、といった声が

聞こえております。 

こうした影響を緩和するため、経済産業省とし

ては、資金繰り支援や価格転嫁をはじめとした取

引適正化の推進、生産性向上を目的とした各種

補助金における関税影響を受けた事業者の優先

採択、中小企業等の販路拡大支援、見直された

車体課税の活用を着実に実施してまいります。 

特に取引適正化については、本年１月１日より

中小受託取引適正化法・受託中小企業振興法が

施行されました。同法により新たに規制対象とされ

た、協議に応じない一方的な代金決定の禁止を

徹底するとともに、サプライチェーン上の複数事業

者の連携を支援してまいります。 

 

■ 危機管理投資・経済安保 

昨年１０月に誕生した高市政権において、重要

鉱物を含むマテリアル分野、航空宇宙分野、防衛

産業分野など、危機管理投資・成長投資を集中

的に行う１７つの戦略分野が示されました。こうし

た投資を官民一体で推し進めることは、経済安全

保障の観点からも重要であり、我が国の自律性・

不可欠性を高めることにもつながります。 

  

－ 3－ ひまわりひまわり－日農工会報－　 Vol .85



ひひままわわりり―日農工会報― Vol.85 －4－ 

昨年は、経済安全保障推進法に基づき、新た

に無人航空機と人工衛星・ロケットの部品が特定

重要物資に指定されました。こうした新規物資や、

既存の特定重要物資である重要鉱物や永久磁石

に対して、安定供給の確保・サプライチェーン強

靭化を図るべく、令和７年度補正予算において供

給源の多角化や国内生産能力強化等に関する

費用を措置しました。 

レアアースや半導体等の重要な物資について

は、特定の国に過度に依存することのない強靭な

サプライチェーンを構築するため、有志国と連携

し、代替供給源の形成を進めてまいります。事業

者の皆様におかれましても、供給源の切替も含

め、特定の国に依存しない生産体制の構築をよ

ろしくお願いいたします。 

 

■ Ｇ Ｘ 

ＧＸの分野においては、昨年来、改正ＧＸ推進

法に基づく排出量取引制度を具体化すべく、各

産業界の現状を踏まえつつ、分野別の排出量原

単位等の作りこみを行ってきました。２０２６年度

は、いよいよ本制度を本格稼働させるときです。

経済産業省としては、こうした規制措置に加えて、

グリーン鉄などの需要創出、排出削減が困難な産

業向けの燃料転換や製造プロセス転換に対する

支援を継続し、脱炭素化に向けた事業者の皆様

の取組を後押ししてまいります。 

 

■ Ｄ Ｘ 

生成ＡＩの技術革新と社会受容の加速、そして

半導体の高性能化は、様々な分野に影響を与え

ています。 

ロボットとＡＩを組み合わせた「ＡＩロボティクス」の

普及により、ロボットの活用範囲が拡大し、日本が

強みを持つ製造業や、日本の勝ち筋である高齢

化、災害等の社会課題の解決に活用されることが

期待されています。政府としてもＡＩロボティクスの

戦略を策定し、供給体制の強化と需要創出を戦

略的に進めてまいります。 

自動車産業においては、ＳＤＶ化の進展によ

り、自動車の付加価値の源泉がハードウェアから

ソフトウェアへと急速に移行しつつあります。Ｅ２Ｅ

に基づく自動運転の技術開発・実証など、官民で

連携してＳＤＶ化を実現してまいります。 

また、こうした重要な分野を含めて投資を促進

していくことは経済産業政策の重要な役割のひと

つであり、高付加価値な投資を後押しする「大胆

な投資促進税制」の創設が令和８年度与党税制

改正大綱に盛り込まれました。事業者の皆様にお

かれましては、本税制を活用して、国内設備投資

により資本ストックの質を向上させ、供給能力を抜

本的に強化していただくことを期待しております。 

 

■ 結 語 

最後になりますが、大阪・関西万博は２,９００万

人を超える来場者をお迎えし、成功裏に閉幕する

ことができました。また、様々なビジネス交流も生

まれ、「未来社会の実験場」というコンセプトどお

り、自動運転バスや空飛ぶクルマ等、多様な分野

で最先端の技術実証が展開されました。関係者

の皆様におかれましては、多大なる御支援を賜

り、深く感謝申し上げます。今後は、一連の成果

を整理し、「レガシー」としてどのように継承してい

くか、検討を進めてまいります。 

以上、申し述べました通り、経済産業行政は多

くの課題に直面しております。様々な御意見に耳

を傾けながら、全身全霊で職務に取り組んでまい

ります。 

最後に、皆様の益々の御発展と、本年が素晴ら

しい年となることを祈念して、年頭の御挨拶とさせ

ていただきます。 
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 須 賀 千 鶴  

経済産業省製造産業局産業機械課長  

    
        

  
  
  

令和８年の新春を迎え、謹んで新年の御挨拶

を申し上げます。 

 

昨年は、岩手県大船渡市で発生した林野火災

や度重なる豪雨・台風、青森県東方沖を震源とす

る地震をはじめとして、多くの自然災害が発生し

た一年でした。被災されたすべての皆様にお見

舞いを申し上げます。 

 

世界では、米国の関税措置や、米中欧をはじ

め各国による自国優先の大規模な産業政策の展

開など、自由主義経済に代わる新たな国際秩序

が生まれようとしています。国内に目を向けると、

賃上げや国内投資が約３０年ぶりの高水準とな

り、名目ＧＤＰも６００兆円の大台を超えるなど、日
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他方で、我が国は人口減少や少子高齢化とい

う構造的要因に直面しております。労働力人口の

縮小は、生産能力の低下を通じて供給面に制約

をもたらします。加えて、世界的な資源価格の変

動など、外部要因も重なり、インフレ圧力が高まる

懸念があります。 

 

こうした状況の中では、官民の投資により、日本

経済の供給力を高めることが、需要と供給のバラ

ンスや物価の安定に繋がっていきます。米国の関

税措置などの国際秩序の変化に対応しつつ、現

下のマクロ経済環境認識を踏まえて、高市内閣が

目指す「強い経済」を実現していくために、供給力

の強化や輸出拡大も含めた経済産業政策、成長

戦略の重要性がますます高まっています。 

 

物価高を乗り越えて「強い経済」を実現するた

めには、物価上昇を上回る賃上げを実現しなけ

ればなりません。中小企業・小規模事業者が、最

低賃金の引上げへの対応を含む賃上げの原資を

確保できるよう、従来から、価格転嫁対策・取引適

正化やデジタル化・省力化による生産性向上、事

業承継・Ｍ＆Ａ等による事業再編を支援してまい

りました。今般成立した令和７年度補正予算も活

用し、こうした取組をさらに力強く支援していくこと

により、労働供給制約社会において、「稼ぐ力」を

高め「強い中小企業・小規模事業者」を目指して

経営を行っている中小企業・小規模事業者を全

力で応援してまいります。 

 

価格転嫁対策については、中小企業等が事業

の正当な対価を得て投資や賃上げの原資を確保

するために、官公需も含めた取引適正化を徹底し

ます。特に、１月１日に施行された中小受託取引

適正化法（取適法）に基づき、新たに規制対象と

された、協議に応じない一方的な代金決定の禁

止等を徹底するとともに、受託中小企業振興法

（振興法）に基づき、サプライチェーンにおける多

段階の事業者が連携する取組を支援してまいりま

す。 
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「危機管理投資・成長投資」による強い経済を

実現するため、ＡＩ・半導体や量子、バイオ、航空・

宇宙、エネルギー・ＧＸなど戦略分野を中心に、

大胆な設備投資や研究開発の促進など、総合的

な支援措置策を早急に検討し、官民の積極的な

投資を引き出します。 

 

ロボットとＡＩを組み合わせた「ＡＩロボティクス」の

普及により、ロボットの活用範囲が拡大し、日本が

強みを持つ製造業や、高齢化・災害など日本が

抱える社会課題の解決に活用されることが期待さ

れています。政府としてもＡＩロボティクスの戦略を

策定し、供給体制の強化と需要創出を戦略的に

進めてまいります。 

また、製造業のＤＸの実現に向けて、製造現場

のデータ整備と製造プラットフォームの開発支援

を担う「製造ＤＸ拠点」を構築する構想について

も、検討を進めてまいります。 

 

米国の関税措置については、昨年の日米間の

合意等も踏まえ、引き続き、産業に与える影響の

把握と緩和に取り組みます。 

経済安全保障の観点では、レアアースや半導

体等の重要な物資について、特定の国に過度に

依存することのない強靱なサプライチェーンを構

築することが重要です。官民が一体となった国内

生産力の強化や供給源の多角化、国家備蓄の強

化等を強力に進めます。 

 

大阪・関西万博は２，９００万人を超える来場者

をお迎えし、成功裏に閉幕することができました。

また、様々なビジネス交流も生まれ、「未来社会の

実験場」というコンセプトどおり、モビリティ、ＧＸ、

デジタルをはじめ、多様な分野で最先端の技術

実証が展開されました。産業界の皆様におかれま

しては、多大なる御支援を賜り、深く感謝申し上げ

ます。一連の成果を整理し、「レガシー」としてどの

ように継承していくか、検討を進めてまいります。 

 

最後に、本年が皆様方にとって実りの多い一年

となりますよう祈念して、新年の挨拶とさせていた

だきます。 
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 吉 田   剛  

農林水産省農産局技術普及課長  

    
    

 
 

新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

一般社団法人日本農業機械工業会並びに会員各

位におかれましては、日頃から農林水産政策に御理解

を賜りますとともに、農業の生産性向上に寄与する良

質な農業機械の開発・生産を通じて、我が国の農業の

発展に一方ならぬ御尽力を賜り、改めて厚く御礼申し

上げます。 

さて、「農は国の基なり」という言葉のとおり、国民へ

の食料の安定供給は、農林水産省の最も重要な使命

でありますが、我が国の農林水産業を取り巻く環境は、

国際情勢の不安定化や自然災害、気候変動等の影

響、人口減少や高齢者の引退による担い手の急減な

ど、大きく変化しています。このような変化に現場感覚

をもって対応し、食料の安定的な供給が可能な基盤を

整える必要があると考えています。 

折しも、昨年は猛暑による農産物の生育障害、鳥イ

ンフルエンザの流行、熊被害の拡大、円安や需給の乱

れ等による食料価格の上昇など、食料の安定供給を脅

かす様々な課題が顕在化した一年となりました。 

こうした中、改正食料・農業・農村基本法の下で策定

した新たな食料・農業・農村基本計画に基づき、農地

の大区画化、共同利用施設の再編集約・合理化、スマ

ート農業技術の開発・普及、輸出産地の育成といった

施策の別枠予算を確保し、農業の構造転換を集中的

に推し進めることとしています。 

このうちスマート農業技術の開発・普及につきまして

は、昨年末成立した令和７年度補正予算において「ス

マート農業・農業支援サービス事業導入総合サポート

緊急対策」として１５７億円が措置されたところであり、

農業現場へのスマート農業機械等の導入を支援するこ

ととしております。通常国会に提出予定の令和８年度当

初予算や一昨年制定した「スマート農業技術活用促進

法」に基づく計画認定制度の運用と合わせ、生産性の

向上に向けたスマート農業技術の現場導入を引き続き

強力に推進してまいります。  

他方、農業人材の確保を図るため、農作業安全の向

上は極めて重要な課題であり、新たな基本計画におい

ても農業の持続性を維持する前提として位置付けられ

たところです。 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機

構が運営する農業機械の安全性検査につきましては、

他分野や海外並みの安全性を担保する制度とするた

め、貴工業会にも御協力を賜りながら、対象機種、検

査基準、補助事業とのクロスコンプライアンスなど所要

の見直しを進め、今年度より新たな制度として再スター

トしました。 

今後もスピードスプレヤーの機種追加に向けた検討

や、田植機、自脱型コンバインに係る新たな検査基準

の適用開始など、必要な運用を順次進めてまいりま

す。また、厚生労働省、国土交通省、警察庁といった

農業機械の製品安全や運行安全に係る法令を所管す

る省庁とも連携し、諸制度と安全性検査の整合性を図

ること等を通じて、農業機械の安全性能が発揮されるよ

う必要な対応を進めてまいります。 

また、農業機械の安全対策の強化と並び、農業者の

皆様の安全知識の向上も重要な課題です。農林水産

省では、昨年１２月から本年２月の期間を「農作業安全

研修実施強化期間」と定め、農業機械販売店など全国

の関係機関と連携し、当省が作成した研修テキスト等

を活用した研修の開催と農業者の受講を働きかけてい

ます。 

昨年度の同研修では全国で約１６万人が受講いた

だきました。今年度もこれを上回る受講者数を目指し、

関係者一丸となって推進してまいります。 

このように、基本法の基本理念に位置付けられた食

料安全保障の強化に向けて、我が国の農業機械並び

に農業機械関係事業者の皆様が果たす役割は益々重

要性を増しています。農業政策に対する変わらぬ御協

力をお願い申し上げますとともに、会員各位の益々の

御発展を祈念して新年の挨拶とさせていただきます。 
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 長 﨑 裕 司  

国立研究開発法人 農業･食品産業技術総合研究機構 

農業機械研究部門 所長 

 

    
    

 
 

新年あけましておめでとうございます。 

日頃より農研機構農業機械研究部門(農機研)にお

ける研究開発業務の推進に対して多大なご理解、ご協

力をいただいておりますこと、厚く御礼申し上げます。 

農機研では、農研機構が目標とする農業・食品分野

における「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」の実現に向けて、生産性向上

と環境保全の両立に寄与する農業機械等の開発・現

場実装と、事故ゼロに向けた農作業安全システムの構

築を引き続き推進してまいります。 

「みどりの食料システム戦略」の有機農業取組面積

拡大に貢献するべく開発してきた「両正条田植機」につ

いては、実用化に向けてクラスター事業においてメーカ

ー主体の現地実証を進めております。人手による除草

労力を大幅に削減できる技術として現場から期待され

ているところです。 

また、農業現場におけるＣＯ２ゼロミッション化に向

け、自動二輪等の電動化で規格化された共通バッテリ

ーを使用した電動農業機械の開発を進めています。本

年は農機研の鴻巣農場に実験施設の整備が完了し、

関連メーカー等との連携の場として利用を図りたいと考

えております。その他、籾殻燃焼装置を乾燥熱源とした

乾燥システムの実証試験も成果を上げつつあります。

これらの取り組みにより農業現場におけるＣＯ２ゼロミッ

ション化を進めてまいります。 

異なるメーカーの農業機械・装置の稼働データ等の

相互利用を図る農機ＡＰＩの取組について、引き続きＡ

ＰＩ仕様の管理と併せて、ユースケースの提示を行って

おります。日本農業機械工業会とも連携して対応して

いる標準化活動は、規格発行のための合意に向けた

調整に時間がかかり、規格発行後も各国の戦略で修正

案が提案されたり、技術の進歩に対応して新たな技術

委員会(ＴＣ)や作業部会(ＷＧ)が立ち上げられ、５～１０

年ほどで策定や改訂が行われたりすることから長期的・

継続的な取り組みが必要です。昨年１０月に経済産業

省の令和７年度産業標準化事業表彰を、紺屋秀之グ

ループ長補佐と田中正浩主任研究員の２名が受賞しま

した。取り組みに尽力した２名の研究者が評価されたこ

とと併せて、産業分野の標準化活動としてスマート農業

関係の技術が評価・選定されたことは喜ばしいことで

す。引き続き標準化活動にも取り組んでまいります。 

昨年度より農業機械の新たな安全性検査制度をスタ

ートさせ、農用トラクター(乗用型)、農用トラクター(歩行

型、車軸耕うん型は除く)、コンバイン(自脱型)、田植機

(乗用型)、乾燥機(穀物用循環型)の５機種に対応して

います。シートベルトリマインダーとＰＴＯインターロック

など、使用者の誤使用や危険を伴う作業の防止の徹底

を図る安全装備の実装を進めます。また、重大事故件

数が多いとされる機種については、農機メーカー各社

及び農林水産省と連携して安全性の強化を図り、検査

方法や基準を定めて検査対象機種に追加することとし

ています。まずは、スピードスプレーヤについて鋭意取

り組んでおります。 

最後に、本年３月で農研機構の第５期中長期目標期

間は終了し、４月から第６期の中長期目標のもとでの取

組が始まります。農作業の自動化技術開発をさらに進

めていかなければなりません。また、スマート農業技術

の普及は道半ばであり、社会実装を加速する取組が必

要とされております。そのため、革新的な農業機械の開

発や農作業安全の推進と併せて、各種共通・標準化の

推進についても、日本農業機械工業会及び会員の皆

様のご理解とご協力が不可欠であると考えております。

今後ともご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い

します。 

最後に、本年が貴会及び貴会員の皆様にとって、実

り多き一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
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えております。その他、籾殻燃焼装置を乾燥熱源とした

乾燥システムの実証試験も成果を上げつつあります。

これらの取り組みにより農業現場におけるＣＯ２ゼロミッ

ション化を進めてまいります。 

異なるメーカーの農業機械・装置の稼働データ等の

相互利用を図る農機ＡＰＩの取組について、引き続きＡ

ＰＩ仕様の管理と併せて、ユースケースの提示を行って

おります。日本農業機械工業会とも連携して対応して

いる標準化活動は、規格発行のための合意に向けた

調整に時間がかかり、規格発行後も各国の戦略で修正

案が提案されたり、技術の進歩に対応して新たな技術

委員会(ＴＣ)や作業部会(ＷＧ)が立ち上げられ、５～１０

年ほどで策定や改訂が行われたりすることから長期的・

継続的な取り組みが必要です。昨年１０月に経済産業

省の令和７年度産業標準化事業表彰を、紺屋秀之グ

ループ長補佐と田中正浩主任研究員の２名が受賞しま

した。取り組みに尽力した２名の研究者が評価されたこ

とと併せて、産業分野の標準化活動としてスマート農業

関係の技術が評価・選定されたことは喜ばしいことで

す。引き続き標準化活動にも取り組んでまいります。 

昨年度より農業機械の新たな安全性検査制度をスタ

ートさせ、農用トラクター(乗用型)、農用トラクター(歩行

型、車軸耕うん型は除く)、コンバイン(自脱型)、田植機

(乗用型)、乾燥機(穀物用循環型)の５機種に対応して

います。シートベルトリマインダーとＰＴＯインターロック

など、使用者の誤使用や危険を伴う作業の防止の徹底

を図る安全装備の実装を進めます。また、重大事故件

数が多いとされる機種については、農機メーカー各社

及び農林水産省と連携して安全性の強化を図り、検査

方法や基準を定めて検査対象機種に追加することとし

ています。まずは、スピードスプレーヤについて鋭意取

り組んでおります。 

最後に、本年３月で農研機構の第５期中長期目標期

間は終了し、４月から第６期の中長期目標のもとでの取

組が始まります。農作業の自動化技術開発をさらに進

めていかなければなりません。また、スマート農業技術

の普及は道半ばであり、社会実装を加速する取組が必

要とされております。そのため、革新的な農業機械の開

発や農作業安全の推進と併せて、各種共通・標準化の

推進についても、日本農業機械工業会及び会員の皆

様のご理解とご協力が不可欠であると考えております。

今後ともご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い

します。 

最後に、本年が貴会及び貴会員の皆様にとって、実

り多き一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

 
除雪機安全協議会
事務局：一般社団法人日本農業機械工業会内

このマークのついた製品は、除雪機安全協議会の
自主規格に適合し、安全性の高い機構が装備された
推奨除雪機です。

使用者の責任において、正しく、安全に作業しましょう。

－ 作業の時以外は、必ずエンジンを止める －

作業中は、
絶対にまわりに
人を近づけない。

除雪機による事故多発！！
人がいる時は
使わない！

後方注意！
（ひかれ、挟まれ）

雪詰まりを取り除く時は、
エンジンを止めて
必ず雪かき棒を使う。

雪かき棒を
使って！

後進する時は、
足もとや後方の
障害物に気をつける。
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除雪機を҆શに͓使い௖ͨ͘ Ίに
าܕߦআઇػのॏେނࣄのओͳނࣄཁҼ

手を離すと自動的に除雪機が止まる、大切な
安全機構です。器具で固定したり、ひもで
縛ったりして無効化するのはやめましょう。
非常停止装置が効かなくなり、思わぬ重大な
事故になります。

●デッドマンクラッチ機構

安全ߏػのແޮԽは
ඇৗにݥة��

੔උɾ఺͕ݕॏཁ��

出典：NITE NewsRelease（2024年11月26日）「事故事象別の事故発生件数」より。

注意喚起事項注意喚起事項
●作業前には取扱説明書をよく読んで、正しい使い方を理解する。
●屋根からの落雪には十分注意して作業する。
●屋内や換気の悪い場所では一酸化炭素中毒の恐れがあるので

エンジンをかけない。

定期点検を行い、安全装置やブレーキ、クラッチ
は正しく動作するようにメンテナンスを行って
ください。

【注意事項】
●雪かき棒の未装備

雪かき棒を使用せず手で詰まった雪を取り除こうとして
回転部に接触
●純正品以外のボルトを使用

オーガ部への負担による除雪機本体への損傷

除雪機の下敷きになった
安全機構の無効化など
デッドマンクラッチ機構の固定はしない

エンジンを掛けたままの
除雪機内部に手を入れ負傷した

壁などに挟まれた

その他

40％ 26％ 18％ 8％ 8％

主な原因
防止策

シュータ部に手を入れる
エンジンを停止してから雪かき棒を使用する

主な原因
防止策

後方不注意
安全機構の適切な使用

主な原因
防止策

除雪機に巻き込まれた
近くに人がいるのに使用
周囲に人がいる時は使用しない

主な原因
防止策

除雪中の事故が起こる原因を知り、正しく使用してください
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寄寄りり道道 PPhhoottoo  GGaalllleerryy  iinn  広広島島  📷📷📷📷📷📷📷📷☆☆  
 

2025 年 11 月、日農工の地方大会が「広島市」にて開催されました。 

ご当地グルメに観光・ショッピング！魅力溢れる広島の街をご紹介！ 
 
  
２０２５年の春に新駅ビルが誕生、夏には「駅前大

橋ルート」が開業した広島駅。案内表示も分かりや

すく、おしゃれで洗練された空間が広がっていて圧

倒されました。 

隣接する駅ビルにはグルメ・ショッピングはもちろ

ん、広島のお土産も豊富に揃っています。新幹線や

乗り換えの待ち時間も退屈しません。 

広島駅ビルの２階には路面電車のホームが新設され

てＪＲからの乗り換えもスムーズになりました。 

 

← 広島電鉄の路面電車 

路線網が広く、軌道線と鉄

道線を合わせての営業路線

総延長距離が35.1㎞と日本

最長。バスの路線も豊富な

ので移動手段には困りませ

ん。お得なフリー乗車券も

販売されています。 

2026 年 3 月 22 日に天守閣の中の公開が終了す

ると聞いて広島城を訪れました。 

広島城は毛利輝元が太田川河口に築いた城で、

1945年に原爆により全壊しましたが、1958年に

再建されました。 

天守閣の中は資料館となっていて、広島城の歴

史や当時の人々の暮らしの資料、甲冑や刀など

が展示されています。刀の展示は模様（刃文）

が美しく、中々見応えがありました。 

また、第五層の展望室からは広島の街並みをゆ

っくり眺めることができました。 

広広島島城城  

〒730-0011 広島市中区基町 21 番 1 号 

https://hiroshimacastle.jp 

 

※天守閣(入館料あり)は 2026 年３月 22 日(日)で閉城 

※外観及び二の丸(無料)は天守閣閉城後も観覧可 
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広島市から電車に乗って宮島口へ。宮島口からフェ

リーに乗船して厳島(宮島)へと向かいます。 

JR 西日本の宮島フェリーと宮島松大汽船の２種類の

フェリーが運行していますが、ちょうど大鳥居に接

近できる航路「大鳥居便」の時間帯だったのでJRの

フェリーに乗りました。乗船したら進行方向の右側

で待機しておくのがおすすめです！ 

嚴嚴島島神神社社  

〒739-0588 廿日市市宮島町 1-1 

拝観時間：6：30～17：00（～18：30） 

     ※時期により閉門時間が変更 

拝観料：大人 300 円、高校生 200 円、小中学生 100 円 

https://www.itsukushimajinja.jp 

← 完全な干潮ではありま

せんでしたが、帰りの際

に潮が引いている様子を

見ることができました。 

国宝・重要文化財である『嚴島神社』。 

１９９６年に世界遺産にも登録されました。 

島全体が神の島と崇められていたことから、

陸地に建てるのは畏れ多いと、潮が満ち引き

する場所に社が建てられたそうです。 

満潮時には海に浮かんでいる神秘的な景観が

広がり、干潮時には社殿の構造がよく見え、

大鳥居の近くまで行くこともできます。 

← 右側に大鳥居と

嚴島神社が見えて

きます。 

宮宮島島フフェェリリーー  

普通運賃(片道)：大人 200 円、小学生 100 円 

       ＋ 訪問税 100 円(宮島口→宮島) 

【JR 西日本宮島フェリー】 

 https://jr-miyajimaferry.co.jp 

【宮島松大汽船】 

 https://miyajima-matsudai.co.jp 

－ 12－ひまわりひまわり－日農工会報－　 Vol .85



ひひままわわりり―日農工会報― Vol.85 －12－ 

広島市から電車に乗って宮島口へ。宮島口からフェ

リーに乗船して厳島(宮島)へと向かいます。 

JR 西日本の宮島フェリーと宮島松大汽船の２種類の

フェリーが運行していますが、ちょうど大鳥居に接

近できる航路「大鳥居便」の時間帯だったのでJRの

フェリーに乗りました。乗船したら進行方向の右側

で待機しておくのがおすすめです！ 

嚴嚴島島神神社社  

〒739-0588 廿日市市宮島町 1-1 

拝観時間：6：30～17：00（～18：30） 

     ※時期により閉門時間が変更 

拝観料：大人 300 円、高校生 200 円、小中学生 100 円 

https://www.itsukushimajinja.jp 

← 完全な干潮ではありま

せんでしたが、帰りの際

に潮が引いている様子を

見ることができました。 

国宝・重要文化財である『嚴島神社』。 

１９９６年に世界遺産にも登録されました。 

島全体が神の島と崇められていたことから、

陸地に建てるのは畏れ多いと、潮が満ち引き

する場所に社が建てられたそうです。 

満潮時には海に浮かんでいる神秘的な景観が

広がり、干潮時には社殿の構造がよく見え、

大鳥居の近くまで行くこともできます。 

← 右側に大鳥居と

嚴島神社が見えて

きます。 

宮宮島島フフェェリリーー  

普通運賃(片道)：大人 200 円、小学生 100 円 

       ＋ 訪問税 100 円(宮島口→宮島) 

【JR 西日本宮島フェリー】 

 https://jr-miyajimaferry.co.jp 

【宮島松大汽船】 

 https://miyajima-matsudai.co.jp 

 －13－ ひひままわわりり―日農工会報― Vol.85 

 

広広島島にに来来たたかかららににはは食食べべてて帰帰りりたたいい！！  

『『  おお好好みみ焼焼きき  』』 

広島グルメといえば「お好み焼き」は絶対に外せな

いでしょ！と意気込んでいましたが、検索すると美

味しいと有名なお店ばかりで、お店選びで迷ってし

まいました。 

とりあえず広島ビギナーの方は広島駅の“廣島ぶち

うま通り”もしくは中区にある“お好み村”に行っ

てみましょう。目標を定めずにタイミングよく席に

座れたお店で食べた計３回、見た目は同じように見

えても味や食感が違い、毎回とても美味しい！どの

お店もこれは有名になるなと納得の味でした。 

トッピングもお店によって様々で麺は“そば”か

“うどん”を選ぶことができます。せっかくだから

とうどんを食べてみると、そばと比べて味はさっぱ

りまろやかに、モチモチとした食感でかなり満足感

がありました。トッピングやお店、自分好みのお好

み焼きを探すのも楽しそうですね。 

みみややじじママリリンン「「宮宮島島水水族族館館」」  

〒739-0534 広島県廿日市市宮島町 10-3 

営業時間：9：00～17：00（16 時最終入館） 

入館料：一般 1,420 円、小中学生 710 円、 

4 歳以上 400 円 

https://miyajima-aqua.jp 

→ 広島駅直結の ekie１階にあ

る「廣島ぶちうま通り」。県内

の有名店が並んでいます。 

https://www.minamoa-

ekie.jp 

← ビルの２F～４F にかけて約

20 店舗のお好み焼き屋が勢揃

い。地元の方や観光客で賑わう

人気スポット。 

「お好み村」〒730-0034 

広島市中区新天地 5-13 

http://www.okonomimura.jp 

← ライブプール裏にある別館

の「はつこい庵」もお忘れな

く。小さい展示スペースなが

ら沢山の金魚や鯉がいて、ド

クターフィッシュやオットセ

イもいます。穴場の映えスポ

ットです。 

←↑ 牡蠣養殖（筏式垂下法） 

広島ならではの牡蠣の展示。 

下から見上げるとなかなかの

迫力。 

スナメリを見たい！と思い訪れた宮島水

族館。嚴島神社を通り抜け 5 分ほどで到

着です。 

ゆっくりと見て回れる程よい広さの水族

館で、瀬戸内海の自然に触れることがで

きます。 

アシカライブや食事の時間、ふれあいタ

イムなどイベントも盛り沢山。 

その中でも童心に返ってしまったのが

「テッポウウオのシューティングタイ

ム」。狙いを定めて餌を打ち落とす様子

は必見です。 
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2026年1月から「下請法」は「取適法」へ！
下請法の改正法が2026年１月１日に施行され、

規制内容の追加や規制対象の拡大がなされるとともに、
法律名も変更されます（新通称：「取適法（とりてきほう）」）

改正事項
法律の題名・用語の変更

適用対象の拡大

禁止行為の追加

面的執行の強化

その他

⚫ 製造委託の対象物品に金型以外の型等が追加されます
⚫ 書面交付義務について、中小受託事業者の承諾の有無にかかわらず、電子メールなどの
電磁的方法による方法とすることが可能になります

⚫適用基準に「従業員基準」を追加
従来の資本金基準に加え、従業員基準（300人、100人）が追加され、規制及び保護の
対象が拡充されます

⚫対象取引に「特定運送委託」を追加
適用対象となる取引に、製造等の目的物の引渡しに必要な運送の委託が追加されます

⚫「協議に応じない一方的な代金決定」を禁止
代金に関する協議に応じないことや、必要な説明を行わないことなど、一方的な代金決
定が禁止されます

⚫「手形払」等を禁止
手形払が禁止されるとともに、その他の支払手段（電子記録債権等）についても、支払
期日までに代金相当額満額を得ることが困難なものが禁止されます

⚫ 事業所管省庁に指導・助言権限を付与
事業所管省庁において、指導及び助言ができるようになるほか、報復措置の禁止に係る情
報提供先にも事業所管省庁が追加されます

下請代金支払遅延等防止法

下請代金

親事業者

下請事業者

製造委託等に係る中小受託事業者に対する
代金の支払の遅延等の防止に関する法律

製造委託等代金

委託事業者

中小受託事業者
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取適法の概要

取適法の内容や詳細なガイドブックについては、
公正取引委員会のウェブサイトを御確認ください

取適法リーフレットNo.01 令和７年８月

適用対象取引

義務・禁止事項

対象取引 取引の内容 資本金/従業員基準

①取引の内容と②資本金基準又は従業員基準から定めています

⚫ 「製造委託」「修理委託」「特定運送委託」
⚫ 「情報成果物作成委託」「役務提供委託」（プログラム作成、運送、物品の倉庫における保管、情報処理に限る）

委
託
事
業
者

資本金３億円超

資本金１千万円超３億円以下

従業員300人超

中
小
受
託
事
業
者

資本金３億円以下

資本金１千万円以下

従業員300人以下

⚫ 「情報成果物作成委託」「役務提供委託」（プログラム作成、運送、物品の倉庫における保管、情報処理を除く）

委
託
事
業
者

資本金５千万円超

資本金１千万円超５千万円以下

従業員100人超

中
小
受
託
事
業
者

資本金５千万円以下

資本金１千万円以下

従業員100人以下

義 務 項 目 具 体 的 な 内 容

① 発注内容等を明示する義務 発注に当たって、発注内容（給付の内容、代金の額、支払期日、支払方法）等を書面又は電
子メールなどの電磁的方法により明示すること

② 書類等を作成・保存する義務 取引が完了した場合、給付内容、代金の額など、取引に関する記録を書類又は電磁的記録と
して作成し、２年間保存すること

③ 支払期日を定める義務 検査をするかどうかを問わず、発注した物品等を受領した日から起算して60日以内のでき
る限り短い期間内で支払期日を定めること

④ 遅延利息を支払う義務 支払遅延や減額等を行った場合、遅延した日数や減じた額に応じ、遅延利息（年率
14.6%）を支払うこと

禁 止 項 目 具 体 的 な 内 容

① 受領拒否 中小受託事業者に責任がないのに、発注した物品等の受領を拒否すること

② 支払遅延 支払期日までに代金を支払わないこと（支払手段として手形払等を用いること）

③ 減額 中小受託事業者に責任がないのに、発注時に決定した代金を発注後に減額すること

④ 返品 中小受託事業者に責任がないのに、発注した物品等を受領後に返品すること

⑤ 買いたたき 発注する物品・役務等に通常支払われる対価に比べ著しく低い代金を不当に定めること

⑥ 購入・利用強制 正当な理由がないのに、指定する物品や役務を強制して購入、利用させること

⑦ 報復措置 公正取引委員会、中小企業庁、事業所管省庁に違反行為を知らせたことを理由に、中小受託
事業者に対して取引数量の削減・取引停止など不利益な取り扱いをすること

⑧ 有償支給原材料等の対価の早期決済 有償支給する原材料等で中小委託事業者が物品の製造等を行っている場合に、代金の支払日
より早く原材料等の対価を支払わせること

⑨ 不当な経済上の利益の提供要請 自己のために、中小受託事業者に金銭や役務等を不当に提供させること

⑩ 不当な給付内容の変更、やり直し 中小受託事業者に責任がないのに、発注の取消しや発注内容の変更を行ったり、無償でやり
直しや追加作業をさせること

⑪ 協議に応じない一方的な代金決定 中小受託事業者から価格協議の求めがあったにもかかわらず、協議に応じなかったり、必要
な説明を行わなかったりするなど、一方的に代金を決定すること

委託事業者には、４つの義務と11の遵守事項が課されています

取適法ガイドブック
取適法関係情報

（公取委ウェブサイト）

（いずれかの基準に該当すれば適用対象）
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令令和和７７年年度度  

日日農農工工  地地方方大大会会のの開開催催 
 
 
 
 

 

令和７年１１月１９日（水）広島市『ANA クラウン

プラザホテル広島』にて、令和７年度地方大会（第

１７６回理事会）を開催いたしました。 

 

議事内容は以下の通りです。 

１．会長挨拶 

２．来賓挨拶 

３．地方大会 

 （１）令和７年及び８年の需要見通しについて 

 （２）その他 ： 今後の主な行事予定 

４．第１７６回理事会 

 （１）会長及び専務理事の職務執行状況報告に

ついて 

 （２）正会員の入会について 

 （３）取引適正化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方大会の様子 
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令令和和７７年年度度  

日日農農工工  地地方方大大会会のの開開催催 
 
 
 
 

 

令和７年１１月１９日（水）広島市『ANA クラウン

プラザホテル広島』にて、令和７年度地方大会（第

１７６回理事会）を開催いたしました。 

 

議事内容は以下の通りです。 

１．会長挨拶 

２．来賓挨拶 

３．地方大会 

 （１）令和７年及び８年の需要見通しについて 

 （２）その他 ： 今後の主な行事予定 

４．第１７６回理事会 

 （１）会長及び専務理事の職務執行状況報告に

ついて 

 （２）正会員の入会について 

 （３）取引適正化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方大会の様子 

令和7年11月19日

国内出荷台数対前年比（単位：％）

ＲＲ６６見見通通しし ＲＲ６６結結果果 ＲＲ７７見見通通しし ＲＲ８８見見通通しし

※１ 85 80.0 106 99

95 94

108 96

94 99

123 101

114 105

123 103

91 88.3 91 98

91 98

86 106

93 93

95 97

97 96

102 95

※１ 87 88.6 112 94

121 78

112 87

106 90

99 97

112 103

127 94

※１ 100 102.7 108 91

109 91

2 条 99 82

3 条 100 85

4 条 109 93

5 条 124 99

6条以上 130 98

97 100

99 100.6 93 90

20ps 未 満

20ps 以 上 ～ 30ps 未 満

30ps 以 上 ～ 50ps 未 満

100ps 以 上

50ps 以 上 ～ 70ps 未 満

70ps 以 上 ～ 100ps 未 満

8 条 以 上

管 理 機

車 軸 型 作 業 機
( 車 軸 作 業 専 用 機 )

ロ ー タ リ 専 用 機

一 輪 管 理 機

汎 用 型 管 理 機

耕 う ん 機 ・ テ ィ ラ ー

歩 行 型

収収 穫穫 機機 部部 会会

令令和和７７年年及及びび令令和和８８年年のの需需要要見見通通しし

部部 会会 名名 ・・ 委委 員員 会会 名名

トト ララ クク タタ 部部 会会

管管 理理 機機 部部 会会

田田 植植 機機 部部 会会

コ ン バ イ ン

バ イ ン ダ

自 脱 型

普 通 型

4 条

5 条

6 条

乗 用 型
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93 94.6 103 109

103 109

103 109

114 109

102 95

98 102.1 103 102

101 101

105 105

94 85.1 106 108

107 109

102 85

84 97

86 89.0 95 95

94 93

96 94

93 92

87 93

103 98

92 81.9 87 103
82 92.5 113 100
91 104.3 115 109

91 93.0 116 100

107 93

105 96

117 99

122 102

100 100.3 116 101

113 101

122 101

104 101.9 102 103

日農工統計・輸出金額対前年比　（単位：％）

100 87.9 105 103

※２ 103 106

※２ 87 107

※２ 112 87

※２ 149 88

※１：実販台数見通し。

※２：輸出台数見通し。

ク ロ ー ラ 運 搬 車

刈 払 機

14 ～ 25 石 未 満

25 ～ 40 未 満

40 石 以 上

脱 穀 機

籾 摺 機

米 選 機

防防 除除 機機 部部 会会

刈刈 払払 機機 部部 会会

精 米 機

コ イ ン 精 米 機

3ps 未 満

3ps ～ 5ps

動 力 噴 霧 機 （ 計 ）

ス ピ ー ド ス プ レ ー ヤ

動 力 散 紛 機

走 行 式 防 除 機

小 型 特 殊 自 動 車

高 所 ・ 高 床 作 業 車

調調 製製 ・・ 米米 選選 機機
部部 会会

ト ラ ク タ

田 植 機

コ ン バ イ ン

農 機 店 向 け

ホ ー ム セ ン タ ー 向 け

車車 両両 部部 会会

歩 行 ト ラ ク タ 用

自 走 式

乗 用 ト ラ ク タ 用

作作 業業 機機 部部 会会

乾乾 燥燥 機機 部部 会会

精精 米米 機機 部部 会会

国国 際際 委委 員員 会会

三 輪 車 ・ 電 動 車

自 走 式 運 搬 車

14 石 未 満
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議事終了後、同ホテルにて懇親会が行われま

した。乾杯は㈱サタケ 松本社長、中締めは金子

農機㈱ 金子社長に行っていただきました。 

 

懇親会では場が温まった頃合いで、㈱サタケ

主催「利き酒イベント」が開催されました。 

選りすぐりの日本酒の中から、まずお題のお酒

１種類を試飲し、その後３種類の中からお題のお

酒と同じものを選びます。 

３択の中には“選んではいけない”お酒も含ま

れており、１回目は焼酎、２回目は白ワインでした。

明らかに不正解と分かるお酒を飲んだ時の参加

者の反応や他の２択で悩む様子に会場は笑いと

応援で大いに盛り上がりました。 

 

また、会場には広島の日本酒をはじめとした稀

少なお酒をご用意いただき、イベント観戦側の方

も飲み比べを楽しむことができました。口当たりや

香りの違いがはっきりと分かるものもあり、日本酒

の奥深さを改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾杯：㈱サタケ 松本社長 

 

 

 

 

 

 

 

 

中締め：金子農機㈱ 金子社長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇親会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利き酒イベント 
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令令和和 88 年年  

新新年年賀賀詞詞交交歓歓会会のの開開催催 
 
 
 
 

令和８年１月８日（木）東京都千代田区丸の内・

日本工業俱楽部会館にて、新年賀詞交歓会を開

催いたしました。 

来賓として、経済産業省審議官 田中一成 様、

農林水産省農産局長 山口靖 様 から新年のご

挨拶をいただきました。 

会員・関係省庁・関係団体を合わせ約１９０名

の方々にご参加いただき、盛会のうちに終了いた

しました。年初のご多忙の折、ご参加いただき誠

にありがとうございました。 

本年も変わらぬご指導ご鞭撻の程、何卒よろし

くお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長・副会長による立礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

増田会長 新年のご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省 田中審議官 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 山口農産局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年賀詞交歓会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今今後後のの主主ななススケケジジュューールル  

 

◇ 令和８年３月１１日（水）幹部会・理事会 

機械振興会館（港区芝公園 3-5-8） 

 

◇ 令和８年６月１日（月）定時総会 

機械振興会館（港区芝公園 3-5-8） 

 

◇ 令和８年１１月１０日（火）地方大会 

グランドハイアット福岡（福岡市） 
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経済産業省 田中審議官 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 山口農産局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年賀詞交歓会の様子 
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◇ 令和８年３月１１日（水）幹部会・理事会 
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機械振興会館（港区芝公園 3-5-8） 

 

◇ 令和８年１１月１０日（火）地方大会 

グランドハイアット福岡（福岡市） 
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